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2 実験方法 
バイオコークス(BC)は，ヒノキ及び茶葉滓を原料と
した 2 種類とした．使用した BC の総熱量と化学組成
を表 1 に示す．特に加炭材としての特性値は，総発熱
量約 20MJ/kg で炭素量(C)が約 50mass%である． 




使用した溶解原材料の化学組成を表 3 に示す． 










表 1 バイオコークスの総発熱量及び化学組成 
表 2 溶湯の目標組成 
表 3 溶解原材料の化学組成 














ヒノキ BC の溶湯では C 量が 2.54%，茶葉滓 BC の溶























図 2 溶解時の様子 
 




















す．ヒノキBC の溶湯ではC 量が 2.85%，茶葉滓BC
の溶湯では C 量が 3.08%となり，目標組成の C 量であ























図 4 溶解時の様子 
 








(a) 溶解原材料 (b) BC 装入位置 
(a) 溶解開始直後 (b) 溶解開始 15分後 
- 3 - 
バイオコークスを添加する前の溶湯の炭素量を2.0%
とし，各種バイオコークスを加炭材として用いた場合，












































図 6 引張試験片寸法 
3.3 BC を利用して製造した鋳鉄の機械的性質 
 各材料を用い日本工業規格(JIS)に基づく引張試験片
14,15)を製作するための Y ブロックを製造した．製造し
た Y ブロックを図 5 に示す．また，使用した引張試験
片寸法を図 6 に示す． 
各材料の引張試験結果，ブルネル硬さ測定結果及び
JIS 規格(JIS G5501 JIS G5502)を表 6 に示す．各種バイ
オコークスで試作した試験片の機械的性質は，比較と





































図 7 製造した鋳鉄の組織観察結果 
 
(a) FC250 の引張試験片 
(b) FCD450 の引張試験片 
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